
第二次実施計画における小中学校の具体的な再編方法について 【資料１】

○本納小、新治小、豊岡小関連 ※優先順位は１位～２位までを記載

再編の枠組み
再編後の
学校の位置

優先
順位

理由・留意事項等

本納小・新治小の統合 本納小新校舎 ① 新治小の現状は児童に好ましくない。

本納小・新治小の統合 本納小新校舎 ①
新治小は５学級であり、複式学級が存在することから、「速やかに統合する」
という基本的な方向性から考えると優先順位は高い。

本納小・新治小の統合 本納小新校舎 ① R2に6年生12名卒業後、29名に減少。（新治小）

本納小・新治小の統合 本納中敷地内 ① 予定場所には疑問が残る。早期に隣接地の買収に努めてほしい。

本納小・新治小・豊岡小の統合 本納小新校舎 ① 第一次実施計画の記載のとおり進める。

本納小・新治小・豊岡小の統合 本納中敷地内 ①
他に土地がないなら仕方ない。災害区域内なら今以上の対策を立てないと納得
しないのでは。

本納小・新治小・豊岡小の統合 本納中敷地内 ① 本納小は早急に移転。その後、新治小、豊岡小の順に統合。

本納小・新治小・豊岡小の統合 本納中敷地内 ② 第一次実施計画のとおり。

本納小・新治小・豊岡小の統合 本納中敷地内

本納小・新治小・豊岡小の統合 本納小新校舎

本納小・新治小・豊岡小の統合 本納小新校舎
第一次実施計画で決定したことから本来は実施すべき。小中一貫は将来も見越
した絶妙の案と考える。
※３校統合が進まない場合には、第２案が必要なのでは（分校など）

学校再編審議会委員意見まとめ
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○早野中関連

再編の枠組み
再編後の
学校の位置

優先
順位

理由・留意事項等

南中・早野中の統合 南中 ①
今後生徒数が減少する見込み。早野中と一小一中の関係にある五郷小は明らか
に減少する見込み。早野中は体育館が小さい。生徒が望む部活動の環境を考え
るべき。

南中・早野中の統合 南中 ② 今後の生徒数の減少見込みと生徒の希望する部活動の環境を整備する。

南中・早野中の統合 南中 ②
早野中は現在６学級であるが、今後生徒数が減少する見込みであるので、南中
への統合が適当。

南中・早野中の統合 南中 ② 生徒数の減少と一小一中の解消。

南中・早野中の統合 南中 ②
元々南中から分かれた学校が元の１校に戻る印象。五郷小の児童数の推移を考
慮して統合時期を決定すればよい。

南中・早野中の統合 南中 ② 中学生の生徒数が少ない影響は小学生より大きいと考える。

南中・早野中の統合 南中 ② 西小・五郷小・鶴枝小の３校統合前に統合。

南中・早野中の統合 南中 ② 中学校の統合により小学校の見直し方も変化があるのでは。

南中・早野中の統合 南中
早野中は元々南中から分離したので、南中に統合することは自然なことと理解
できる。

早野中 早野中 学区を広げる。
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○西小、五郷小、鶴枝小関連

再編の枠組み
再編後の
学校の位置

優先
順位

理由・留意事項等

西小・五郷小・鶴枝小の統合 ３校の中心の位置 ② R7に単学級になる見込み。学区を見直し、適正規模を満たす学校にする。

西小・五郷小・鶴枝小の統合
早野中

（南中統合後）
南中・早野中統合後、改築工事後に統合。学区の見直しを検討する。

西小・五郷小・鶴枝小の統合
早野中

（南中統合後）

西小・五郷小・鶴枝小は今後生徒数が減少し単学級となる見込みであるため、
３校を統合して、学区を見直し適正規模を満たす学校にする。校舎は３校の中
心に位置する場所で、比較的新しい早野中（南中統合後）の校舎が適当。

西小・五郷小・鶴枝小の統合
早野中

（南中統合後）
３校統合を考えたら早野中の位置はだいたい真ん中なので良いのでは。

五郷小・鶴枝小の統合
早野中

（南中統合後）
早野中が南中に統合されるのに合わせて統合することは理解できる。

鶴枝小・中の島小の統合
水害の少ない両校を
はさむ新しい場所

中の島小の水害危険と鶴枝小の児童減少の解消。

西小の分割
茂原小、萩原小、
五郷小、二宮小

友達の分裂と通学路の安全性を考えて行う必要がある。

西小の分割
茂原小、緑ケ丘小
（新二宮小）

茂原小・緑ケ丘小（新二宮小）に分割した方が距離的に近い。
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